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研究成果の概要（和文）：谷津（台地の辺縁部に発達する小規模な谷、谷戸）を生物のハビタットの観点から評
価した。谷津は多くの絶滅危惧種にとって重要な生息場所となっていることが確認された。谷津の生物相を支え
る湧水の量は、集水域の土地利用に影響されることが示唆された。都市化により台地上での雨水浸透面が減少す
ると、湧水が減少・枯渇することが考えられる。また谷津に依存して分布する種の一つであるスナヤツメのハビ
タット利用を調査し、河川内を季節的に移動しながら個体群を維持していることが示唆された。都市化による湧
水の枯渇や河川の分断化は、谷津に依存した種の個体群に対する脅威となり得る。

研究成果の概要（英文）：‘Yatsu’, small valleys that occur at the edge of plateaus, were evaluated 
as habitat of spring-dependent species. These valleys were found to be an important habitat for many
 endangered species. It was suggested that the amount of spring water discharge that supports the 
biota in the valleys is influenced by the land use of the catchment area. As the rainwater 
impermeable surface on the terrace decreases due to urbanization, the amount of spring water will 
decrease and become depleted. We also investigated the habitat use of Lethenteron reissneri, one of 
the spring-dependent species. It was suggested that it maintains its population by moving seasonally
 within the river channel. Depletion of spring water and fragmentation of rivers due to urbanization
 can be a threat to populations of the spring-dependent species inhabiting Yatsu habitat.

研究分野：保全生態学

キーワード： 湧水　谷津　湿地　生物多様性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「谷津」はかつては農地として利用されていたが、現在では耕作放棄地となっている場合が多い。本研究の結果
は耕作放棄地でも、絶滅危惧種を含む多様な生物のハビタットとして重要であることが示された。また谷津が生
物のハビタットとして機能するためには湧水の存在が重要である。湧水の維持のためには集水域の土地利用が重
要であり、集水域の都市化は湧水の枯渇を招きうることが示唆された。生物多様性保全のためには、局所環境だ
けでなく景観スケールでの検討が重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 湧水依存生態系は、安定した水温によって特徴づけられ、特殊な生物相を有している。台地が

卓越する地形に生じた谷の辺縁部は、湧水が生じやすい場所の一つである。関東平野に多数存在

する谷津（谷戸）は、洪積台地の辺縁部に生じる小規模な谷であり、その辺縁部では湧水が生じ

やすい。かつては湧水を活用した水田稲作が営まれてきた。 

 谷津の主要な水源は、台地に降った雨である。そのため台地状において都市開発が進行し、雨

水浸透面が減少すると、湧水が減少する可能性があるため、谷津の湧水依存生態系の生物多様性

も損なわれやすいことが予測される。しかし、都市化による直接的なハビタット改変の影響とは

異なり、水循環への影響を介した間接的な影響についての研究は少ない。 

 谷津の湧水依存生態系の生物相を脅かすもう一つの主要な要因として、水路の分断化があげ

られる。農地における排水路の整備や河川の流下能力を高めるための改修により、谷津と河川の

間に水路の段差が生じていたり、フラップゲート（水の逆流を防止する水文）が設置されている

場合が多い。このような構造は、特に魚類のように水路を通して移動する生物にとって、移動・

分散の妨げになる。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、谷津の奥部に生息する湧水依存生物の保全に資する基礎的知見として、以下の 4つ

の課題に取り組んだ。 

①台地上および谷底面の 1970年代～2010年代にかけての土地利用の変化を定量化した。 

②台地上の土地利用と湧水量の関係を定量化した。 

③湿地性の絶滅危惧種の分布と地形の関係を分析し、谷津の役割を明らかにした。 

④湧水依存生物であるスナヤツメ（北方型）の個体群のサイズ分布とハビタット利用を明らかに

した。 

 

３．研究の方法 

（１）土地利用の変化 

 千葉県北部の 3170.1 km2 の範囲を対象とした。1976 年、1987 年、1997 年、2006 年、2014 年

に作成された土地利用図を、7つの凡例（forest, grassland/bare land, water, rice paddy, 

dry agricultural field, golf course, urban arear）に分類し、ArcMap Spatial Analyst に

よって土地被覆の変化を集計した。集計は、台地と谷に分けて行った。台地と谷の分類は地形分

類図と TPI（Topographic Position Index）に基づいて行った。 

（２）土地利用と湧水量 

 谷津の湧水量と集水域の土地利用の関係を明らかにするため、印旛沼流域内の 18 地点で、湧

水付近の一次水路の流量を測定した。測定地点は、多様な条件の場所を含むように、都市的な土

地利用が卓越する印旛沼流域西側の神崎川流域・桑納川流域と、農地的な土地利用が卓越する東

側の高崎川流域から選んだ。 

（３）絶滅危惧種の分布と地形 

 文献・標本調査および千葉県生物多様性センター提供情報から、2種の植物（ミクリ、オニス

ゲ）、5 種の動物（サワガニ、スナヤツメ、ホトケドジョウ、アカハライモリ、ニホンアカガエ

ル）の分布情報（ポイントデータ）を得た。これらの種は千葉県版のレッドリストに掲載されて

いる種である。種ごとのハビタット選好性を明らかにするため、1km2 グリッドスケールでの土

地被覆との対応関係を分析し、ロジスティック回帰のオッズ比から、分布の偏りを定量化した。 



 なお土地被覆の組成は強く相関していたため、主成分分析でグリッドを分析し、全体の分散の

5%以上の説明力のある主成分をロジスティックモデルに組み込んだ。 

（４）スナヤツメ個体群調査 

 千葉県印西市内の谷津でスナヤツメを発見したため、水路内のハビタット利用とサイズ分布

を調査した。なおこの個体群はスナヤツメ（北方種）であることを、ミトコンドリア DNA の COI

領域から判定した。 

 季節ごとのハビタット利用を把握するため、谷津の谷底面・斜面沿いの水路（約 450m）内に

上流・中流・下流に分け、それぞれに 100ｍの調査範囲を設け、捕獲による個体の調査を行った。

特に下流域では季節的なサイズ変化を把握するため、100m の範囲内に、川幅×2m の調査区を 20

箇所設け、タモ網による捕獲調査を経時的に実施し、個体のサイズと幼生（アンモシーテス）と

成体の別を記録した。 

 また生息環境条件の観測として、水路の幅、流速、基質の粒径組成、水の pH、ORP、電気伝導

度、濁度、溶存酸素濃度を測定した。また温度はデータロガーを設置して連続観測した。 

 

４．研究成果 

（１）土地利用の変化 

 都市化の影響は台地でも谷部でも共通して認められた。また台地上では、畑（dry agricultural 

field）や樹林が都市に転換されるケースが多かった。谷部では 1970 年代までは樹林と水田が多

かったものの、都市への転換が進み。都市の面積も 2010 年代には倍増していた。 

（２）土地利用と湧水量 

 谷津の源頭部における湧水量と、源頭部を中心としたバッファ内における市街地面積の割合

の関係を図１に示す。いずれのバッファサイズにおいても、範囲内にしめる市街地面積の割合が

高い場合には湧水量が少なくなる関係が見いだされた。 

 

 

 

図１．谷津源頭部からのバッファ内に

市街地が占める割合と湧水量との関

係。青色の点は高崎川流域、橙色の点

は神崎川・桑納川流域の測定点である

ことを示す。 



（３）絶滅危惧種の分布と地形 

 主成分分析の結果、谷地形の存在を反映する PC1（説明力 40.92%）、都市や裸地の存在を反映

するPC2（24.96%）、草原の存在を反映するPC3（16.29%）、水田と樹林の存在を反映するPC4（6.74%）

が認識された。 

 谷地形（PC1）は 7種すべてに対して正の効果を示し、その他のハビタットよりも 1.33～5.68

倍に存在可能性を高めることが示された（図２）。また土地的土地利用（PC2）は、ニホンアカガ

エル、アカハライモリ、ミクリの分布と負の関係を示した。 

（４）スナヤツメ個体群調査 

 8 回の調査で 352 個体を捕獲した。そのうち成体は 10 個体であり、成体が捕獲できたのは 11

月から 4月までの期間に限られていた。3月には最上流部において産卵行動も確認された。体長

はおよそ 3～6cm 程度だった。夏季には多くの個体が上流に移動していることが確認された。調

査地の環境条件の測定結果を表１にまとめた。 

 ここで確認された体長分布は、先行研究で得られたスナヤツメの体長分布（Yamazaki 2007）

と比較して顕著に小さい。この原因の一つとして、調査地の下流端に存在する高さ 1.5m 程度の

段差の影響が疑われた。すなわち、成長に伴って移動性が高まった個体が下流側に移動し、上流

のハビタットに戻れなくなっている可能性がある。 

 

図２．土地被覆のタイプと絶滅危惧種の分布の関係．ペナルティ付き尤度比によるロジスティッ

ク回帰におけるオッズ比と 95%信頼区間を示す。生物名は以下の通り。Lefusa echgonia：ホト



ケドジョウ、Lethenteron reissneri：スナヤツメ、Rana japonica：ニホンアカガエル、Cynops 

pyrrhogaster：アカハライモリ、Geothelphusa dehaani：サワガニ、Carex vesicaria：オニス

ゲ、Spargabum erectum：ミクリ。（Kim et al. 2020 より改図） 

 

（５）まとめ 

 谷津は多くの絶滅危惧種にとって重要な生息場所となっていることが確認された。それらの

多くは、水温が安定した湧水に依存して生息しているものと推測される。その湧水量は、集水域

の土地利用に影響されることも示唆された。都市化が進行すると雨水浸透能力が低下するため、

地下水が減少し、湧水が減少・枯渇することが考えられる。湧水依存生物を保全するためには、

水路環境だけでなく集水域の土地利用も考慮する必要がある。都市化された場所では、雨水浸透

桝の設置など、地下水涵養を進めることも有効な保全策になるだろう。 
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